
 

U-11 埼玉 S リーグ規約 

 
第１章  総  則 
第１条（名  称） 

この団体は U－11 埼玉 Sリーグ（以下「Sリーグ」）と称する。 
第２条（事務所） 

この団体の事務所は会長指定の場所に置く。 
 
第２章  目的及び事業 
第３条（目的） 

この団体は（公財）埼玉県サッカー協会の指導のもと、加盟チーム相互の連絡調整を図

り、ジュニアサッカーの強化、育成、普及及び振興を図るとともにサッカー／スポーツ

を通じて相互の親睦を図ることを目的とする。 
第４条（事業） 

この団体は前条の目的を達成するため、次の事業を行うものとする。 
(１) ジュニアサッカー競技会の開催に関すること。  
(２) ジュニアサッカー組織の育成に関すること。 
(３) ジュニアサッ力一の強化、育成及び普及に関する各種事業を行うこと。 
(４) ジュニアサッ力一の情報の収集及び関係機関への情報の提供に関すること。 
(５) ジュニアサッカーに関する正式記録の作成及び保存に関すること。 
(６) その他‘当団体の目的達成に必要な事業。 

 
第３章  組織 
第５条（組織） 
１. この団体は原則として、（公財）日本サッ力一協会の第 4 種登録チームで構成される。 
２. 加盟チームは第 3 条の目的に賛同し、第 4 条の事業を達成できる条件を備えたチーム

でなければならない。 
 
第４章  役員 
第６条（役員） 

 この団体には次の役員を置＜ものとする。  
(１) 会長 1 名 
(２) 副会長 1～2名 
(３) 理事長 1 名 
(４) 副理事長 1～2名 
(５) 理事若干名 
(６) 監事 1～2名 

 
 



 

第７条（会長及び副会長） 
１. 会長及び副会長は、理事の互選で決まる。 
２. 会長はこの団体を代表し、事業を統括する。 
３. 副会長は会長を補佐し、会長に事故ある時、又は欠けたときはその職務を代行する。 

第８条（理事） 
 理事は総会で推挙される。 
(１) 総会の承認を得た加盟チームの代表者（実務代行者含む） 
(２) 前項第 1 号に規定する理事に事故ある時は、他の理事がその職務を代理する。 
(３) 会長は第 1 項の規定による理事の他理事会の承認を得て学識経験者の中から理事若

干名を委嘱することができる。 
(４) 理事は理事会を構成し、事業を執行する。  

第９条  第 9 条（特任理事） 
この団体に、会長は理事会の承認を得て、特任理事（特別な任務を有する者）若干名を

委嘱することができる。 
第１０条  第 10 条（理事長及び副理事長） 
１. 理事長及び副理事長は理事の互選とする。 
２. 理事長は理事会の議決にもとづき、会務を総理する。 
３. 副理事長は理事を補佐し、理事長事故ある時はその職務を代行する。 

第１１条（監事） 
１. 監事は理事会の議決を経て、会長が委嘱する。 
２. 監事は各会計年度末に会計と事業が適切に行われているかを監査し、その結果を理事

会に報告しなければならない。 
３. 監事はその他役職を兼ねる事は出来ない。  

第１２条（任期） 
１. 理事の任期は、2 年とする。ただし再任を妨げない。 
２. 補充による役員の任期は、前任者の残任期間とする。 
３. 理事はその任期満了後の後任者が就任するまで、その職務を行わなければならない。  

第１３条（役員の解任） 
この団体の役員がその加盟チームを離れた場合又は役員としてふさわしくない行為があ

った場合は、理事会の議決を得て解任されるものをする。 
 
第５章  顧問及び参与 
第１４条（顧問及び参与） 
１. この団体に理事会の推薦に基づき、顧間及び参与を置くことができる。  
２. 顧問は会長の諮問に応じ、参与は理事長の諮問に応ずるものとする。 

 
 
 
 



 

第６章  会議 
第１５条（総会） 
１. 総会はこの団体の最高決議機関で、加盟チーム代表者、会長、副会長、理事長、副理

事長、理事及び監事をもって構成する。 
２. 副理事長、理事及び監事をもって構成する。 
３. 総会は会長が招集し、その議長となる。 
４. 総会は年 1回とする。ただし、会長が必要と認めたとき、又は 3分の 1以上の加盟 

チーム代表者が会議開催の理由を示して会長に請求したときは、会長は臨時に総会を

招集しなければならない。 
第１６条（議決事項） 

総会は次に掲げる事項を審議決定する。  
(１) 毎年度の事業計画及び予算 
(２) 毎年度の事業報告及び決算  
(３) 役員の選出 
(４) 規約の改正 
(５) その他この団体の業務に関する重要な事項 

第１７条（会議の成立） 
総会は加盟チーム総数の 2 分の 1 以上が出席しなければ開会することができない。ただ

し 
あらかじめ書面をもって決し、委任したものは出席者とみなす。 

第１８条（議決） 
総会の議事は出席者の過半数をもって決し、可否同数のときは、議長が決める。 

第１９条（理事会） 
１. 理事会は会長、副会長、理事長、副理事長及び理事で構成する。 
２. 会長は必要に応じて理事会を開催する事ができる。 
３. 理事会は総会に提出する事項、並び事業の推進上必要と認められる事項、 及び緊急を

要する事項を審議し執行する。 
４. 第 17 条及び 18条の規定は理事会の会議について準用する。 

第２０条（専門委員会） 
１. 会長は必要に応じて理事会の下に、専門委員会を設けることができる。 
２. 専門委員会の委員及び構成、事業内容等は別に細則で定めるものとする。 

 
第７章  会計等  
第２１条 

この団体の経費は、次に揚げるものをもって支弁する。 
(１) 入会金  
(２) 年会費 
(３) 事業収入  
(４) 寄付金 

 



 

(５) その他の収入 
 

第２２条（会計年度） 
この団体の会計年度は、毎年 4月 1日に始まり、翌年 3月 31 日に終わる。 

 
第８章  規約の変更並びに解散 
第２３条（規約の変更｝ 

規約は加盟チーム総数の 3 分の 2 以上の同意を得なければ、これを変更することができ

ない。  
第２４条（解散） 

この団体は加盟チーム総数の 4 分の 3 以上の同意を得なければこれを解散することがで

きない。 
 
第９章  補則 
第２５条 

この規約の執行についての必要な事項は、理事会の議決を得て定める 
 
 付則 

この規約は令和 2年 8月 1 日から執行する。 


